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１ お花見に初参加！ 

                   半田 和美（松山市） 

 

４月５日(日)えひめ盲ろう者友の会の、お花見に初めて参加し

ました。愛媛県視聴覚福祉センターを出発し、市内電車に乗りこ

みました。想像していたより、大勢の参加者で、電車は友の会の

貸し切り状態です。皆さん、ニコニコ笑顔で、お花見を楽しみに

されていたんですね。 

 今年の松山は、開花宣言が例年より随分早かったのですが。そ

の後、肌寒い日が続き、つぼみも固く閉じていました。前日まで
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雨も続き、お花見は大丈夫かなと心配していました。  

ところが当日は、いきなり春本番の暖かさです。道後公園の桜

のつぼみも、一斉にほころび始めていました。絶好のお花見日和。

これも、皆さんの日頃の行いが良かったおかげですね。 

なんとか座る場所を見つけ、さあ、お弁当の時間です。みんな

のお腹が空いた、早く食べたい、という熱い思いが通じたのか、

高橋理事長の挨拶も短めでした。もしかしたら理事長が一番、お

腹が空いていたのかもしれませんね。桜の下、みんなで食べるお

弁当は格別に美味しいですよね。  

 美味しいお弁当を食べた後は、持ち寄ったお菓子を食べながら、

おしゃべりで盛り上がりました。松山市内からだけでなく、新居

浜市、四国中央市、宇和島市など遠方からも来られていたのです

ね。皆さん本当に楽しくおしゃべりされていました。私は初めて

お話しする人ばかりで初めは緊張気味でしたが、皆さんの笑顔に、

緊張もほぐれました。 

 通訳・ガイドヘルパーの方達は会員の方々が楽しく交流できる

ように目配り、気配りを欠かさずに行動されていたのに感心しま

した。 

 今年は、専門学校生の方がボランティア研修として特別参加さ

れていました。若い女の子の参加で、オジサマ達も心なしか笑顔

がほころびがちのように見えました。 

 また、ぽかぽか陽気の下、盲導犬のカッサちゃんも、ゆったり

とくつろいでいました。私が近づいても動くことなく、顔を少し

上げて、軽く尻尾をパタパタ振ってくれました。うちの犬は落ち

着きがなくて困ることばかりです。それに比べ、カッサちゃんは

静かに、おかあさんに寄り添っていました。本当に盲導犬は、か

しこいですね。 

 楽しい時間は、あっと言う間に過ぎます。参加者の皆さんは、

また、必ず会いましょうねと、明るい笑顔でお別れの挨拶を交わ

していらっしゃいました。 

 桜も満開、笑顔も満開のお花見でした。  
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２ 私の目標はChange 

稲葉 哲也（宇和島市） 

 

初めまして。この紙面ではどの方にもそう言わせてください。 

私は、昭和４７年に松山盲学校に入学し、昭和５７年３月に専

攻科を卒業。その後、松山市内で１年働いたものの、何か足りな

いと思い、東京に出向き勉強をしながら働いて、現在は宇和島に

帰って、病院と開業の掛け持ちをしております。 

昨年４月２５日に突然耳が聞こえなくなって、聞こえない世界

を少し知りました。元々、左の耳はほとんど聞こえなかったので、

一時はどうなることかと、不安な毎日を過ごしていましたが、

徐々にいろいろな音や声が聞こえ始めて、日ごとに喜びをもらっ

たものでした。 

そんなおり「友に会」のことを聞き、回復するにしろしないに

しろ入会を望んでいたので、高橋理事長に相談し、入会させてい

ただきました。 

でも、昨年のボランティアとの交流会、そして先日の花見、い

ずれも楽しい人とを過ごすことができ、感謝しています。 

まだまだ、知らないこと分からないことばかりですが、自分に

できることは何でもやります。 

表題に掲げたように、今年の私の目標がアメリカ大統領のオバ

マさんと同じく、「Change」でいきたいと思います。チェンジ、

まさしく政治も環境も教育も福祉も変わらなければなりません。

暗いと不平を言うよりも進んで明かりをともす、そんな人間にな

りたいものです。 

これから先、何があるか知るよしもありませんが、会員の皆様

どうかよろしくお願いいたします。次回皆様にお会いできるのを

心より待ち望んでいます。 

簡単ではございますが自己紹介とさせていただき、筆を置きた

いと思います。   
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３ 盲ろう通訳介助者現任研修会 ～県視聴覚福祉センター～ 

松本 雅美（松山市） 

 

今年度より、盲ろう通訳介助者現任研修会が愛媛県視聴覚福祉

センター主催で始まりました。 

 

養成講座を受講し、通訳介助者として活動されている皆さんの、 

ステップアップの場が切望されてきましたが、視聴覚福祉センタ

ー主催で開催されることとなり、友の会としても全面協力させて

いただくことになりました。 

 

第一回目は５月２日(土)午後１時。１９名の受講生を迎えて

「指点字」をテーマに研修が始まりました。現任研修とはいえ、

受講生の中に指点字を取得している方はいません。高橋理事長が

「あいうえお」から順番に説明し、練習していきました。養成講

座と違って、時間がたっぷりあることがありがたいですね。受講

生の皆さんは、十分に基礎を学び、家でも練習することを約束し

てくださり、第一回目を終えました。 

 

受講生の一部の方に、インタビューをしましたので、ご紹介し

ます。 

 

Ｑ．どうしてこの研修会を受講しようと思ったのですか？ 

 

Ａ１．養成講座は受けたが、理解できていないところもあ

り、改めて勉強したいと思った。 

Ａ２．活動はしているが、ステップアップしたいと思った。 

Ａ３．もっと自信を持って接したいと思った。 

 

Ｑ．第一回目を終えての感想は？ 

 

Ａ１．指点字が少し分かって良かった。 

Ａ２．とても楽しく、少しずつ覚えていけると思った。コ
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ミュニケーションの大切さを改めて感じた。 

Ａ３．指点字に興味はあったがなかなか取り組めなかった。

指文字を覚えた時のように取り組んでいきたい。 

 

Ｑ．これからの研修に何を望みますか？ 

 

Ａ１．研修と交流を兼ねた内容。 

Ａ２．盲ろう者と交流したい。 

Ａ３．通訳だけでなく介助について勉強したい。 

 

インタビューにご協力いただいた皆さん、ありがとうございま

した。 

 

さてさて、今後の研修が期待されますね。１２月には、忘年会

を兼ねた交流会も予定されているようですよ。盲ろう者の皆さん、

ぜひご参加を！ 

また、研修にご協力いただける盲ろう者も募集しています。事

務局までご連絡くださいね。 

 

今後の日程をご紹介します。 

 

「盲ろう通訳介助者現任研修会」 

 

１． ５月 ２日(土)・・・開講式・指点字（済み） 

２． ６月 ６日(土)・・・触手話・弱視手話（済み） 

３． ７月 ４日(土)・・・音声通訳・手書き文字・要約筆記 

４． ８月 １日(土)・・・状況説明 

５． ９月 ５日(土)・・・手引き 

６．１０月 ３日(土)・・・指点字・触手話・音声通訳① 

７．１１月 ７日(土)・・・指点字・触手話・音声通訳② 

８．１２月１２日(土)・・・実習①「自己紹介と交流」 

９． １月 ９日(土)・・・実習②「交流」 

１０． ２月 ６日(土)・・・まとめ・閉講式 




